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豆類商核病の発生と病原菌の菌糸伸長

との関係について

杉 本利 哉キ

Studies on the sclerotial disease of bean plants in relation 

to the myce1ial development of the causal fungus 

By 

Toshiya SUGIMOTO 

1.緒言

豆類I宕核病的 CSclerotiniasclerotiorum (LIB.) DE 

BARY)の生活史は A.DE BARY (1886) 以来多くの

研究者により明かにされて来た。即ち菌核から子袋盤

が発生し，それより噴出される子愛胞子が主として花

器或し、は茎葉を侵して発病せしめ，発達した菌糸は図

核を形成して越年するのである。

実際的にI掴場に於げる発病は全牧的でなく，催病株

は局限された場所に点々とみられる。I.到糸は茎の土ぎ

わの部分特に茎と菜の接触した場所にみられ，菌糸が

寄主体上に旬旬上昇したことがうかがわれる。こうい

う事実からみると子皇室盤から分散した胞子による感染

の外に，菌核から伸び出した菌糸の侵害によっても発

病し，又一度地上に落下した子嚢胞子が発芽して菌糸

を生じ，これが筒包伸長して寄主植物を侵寄し，発病

させる事も考えられる。これらの事に関して既に

PURDY共の他の研究者は菌核から菌糸が発育するこ

とは天然の土壌中では認められないといったが，

KEAY， LOBIK， 8TAEHELIN， WATERSTON等は之を認

め，且子嚢胞子の発芽によって生じた菌糸が土壌表聞

を街旬して伸長すると述べたの又 S.minor， S. 

trifoliorum， S. graminearumなどに於ても FORKIN，

80LKINA支の他の研究者が同様の事実を報告してい

る。

i任者は本iM、|々糸が来して天然、の土壌中で生長するか

否か，生長するとすれば如何なる条件のもとでその旬

* ;1ヒ海道大学良学部植物学教室

旬仲良-がおこるか，又I笥核からの菌糸のやl'長には如何

なる環境条件が必要であるかというような事を確かめ

る為に次の如き 2，3の実験を行った。

本実験を行うに当り終始御指導を賜った栃内吉彦名

誉教授並びに宇井格生博士，更に種々御助言を受けた

教室員各位に深く感謝の意を表するo

11. 材料及び実験方法

本実験に於けるl共試琵!のうち Sclerotiniasclero-

tiorumは，本教室所蔵の 20数菌株の中から，子襲盤

と子愛胞子の計測値が LIBERT(1889)及び BISBY

(1924)の記載に泣いものをえらび，その他北海道農

試及び三重農試から分譲された各 1i治株，及び Pelli-

cularia filamentosα1菌株を使用した。それらの米肢

は下記の通りである。

8H  1955， 10月，十勝地方に発生した大豆菌核病

関(::lt農試より分譲を受く〉
8]-3 1956， 10月， 十j陵地方に発生した大豆菌

核病菌の菌核より分離した Sclerotinia

sclerotiorum 

Sト4 1956， 10月，十勝地方に発生した菜豆菌核病

菌の菌核より分離した S.sclerotiorum 

81-7 1957， 4月，三重農試に於て発生した金魚草

関核病菌(三京農試より分譲〉

L-17 1956， 7月，十)跡地方に発生した菜豆楽腐病

のHli病組織から分離した Pellicularia fila・

ηzentosα 

供試土壌は北大農学部植物i認の壌土を実験に応じ
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て2又は 4mmの箭にかけ， 2mm以下の粒子のも

のを便宜上，細壌土， 2mm~4mm の粒子のものを

粗壌土として区別して用いた。殺菌する場合は 20ポ

ンド 1時間オートクレープした。

供試菌の培養のための馬鈴薯寒天培養基は滝元

(1952)の処方による煎糖加用馬鈴薯煎汁寒天培養基

を使用し， 他に 8CHUTTE 合成培養基は SCHUTTE

(1956)の処方を多少修正し，蒸溜水 1000CC， KH2PO. 

0.5 gr.， NH.NO， 3.0gr.， Mg804・7H200.5gr.， 目白

酸亜鉛 10~;; 水溶液 2 渇， 茂糖 70gr.，寒天 20gr. 

のものを用いたc

含菌寒天をもって接種源とする場合は，馬鈴薯培lを

基上に発育した接種後4日目の菌叢を直径 10mmに

切り取って供試した。含菌土壌を接種源とする場合は

保水量 60μ の細壌土に 5μ の菜豆粉末を加えたも

のに菌を 7日間培養した。

III. 実験結果

実験 1 ili;i核病菌々核からの菌糸の発育に関する試

験。

A) シャーレ内に於ける実験。細壌土の保水量 60

%にしたもの及び之の細壌土に菜豆粉末を 59~ 混入

したものを各々シャーレに充し殺菌した。供試菌核は

約3年間室内に保存した 8H閣の菌核と形成後3ヶ

月及び6ヶ月を経過した 81-4菌の菌核とを各々常法

によって表面殺菌した後，上記シャーレ内の土壌に極

く浅く埋め， 250Cに保った。之等の菌核から[[4糸が

のび、て菌叢を作った場合にはその直径を測定した。そ

の結果は第I表に示す通りであるo 尚対照として 1ケ

第I表 シャーレ内に於て菜豆粉末を加えた土壌
とこれを加えない土壌とにおける菌核からの

菌糸発育状況(菌叢の直径〕

百三件

培養4日目 培養6日目

菜豆粉末非混入
混入土壌土壌 混入土壌土壌

81-1 O O O 。
81-4 Cmm) 。 Cmm) 。*
( 3ヶ月) 13 34 
81-4 

12 O 32 。*(6ヶ月)

L-17 56 / 88 / 
一
備三号i *肉限的には殆んど菌糸を認める事が出来な

いが顕微鏡観察に於いては数本の菌糸が長さ

約 5mm位に仲長しているのを認めた。

月経過した L-17菌々核を対比して供試した。

本実験によって明かに 3ヶ月及び6ヶ月室内に保存

した 81-4菌の菌核では，菜豆粉末混入区に於て 100

μの菌糸仲長をみたが，非混入区では殆ど之を認め

られなかった。又3年経過した剖ー1菌の菌核では何

れの区に於ても菌糸伸長は認められなかった。対照と

しての L-17菌は混入土壌中でよく菌糸を伸し菌叢

を形成した。

B) Pot試験。前実験と同様の土壌を 5寸Potに

充し 1Pot当り 4枚づっ殺菌したスライドを土壌中

に差し込み，そのスライドの一面に 3ヶ月及び6ヶ月

経過した 81-4菌 3ヶ月経過した日ー7菌及び L-

17 i酒のそれぞれの菌核を 10粒宛接触させた。 ROSSI-

CHOLODNY法によって菌糸の伸長発育度を測定した。

その結果を第E表に示した。

第 II表 Pot上に於ける土壌条件を異にせる

場合の菌核より菌糸の発育試験

(1週間百の結果)

よケh土壌殺菌区 土壌非殺菌区

混入区非混入区 混入区非混入区

81-4 c3ヶ月〕 4十 士 十ト

81-4 (6ヶ月〉 +十 士 4十
81-7 十ト ± 4十
L-17 附 4十 州 * 
備考 制十供試スライドの 2/3以上に菌糸の付着2:"

観察したもの

+ト向上の 1/3前後菌糸の付着を観察したも
の

士同上のうち稀に菌糸の観察きれたもの

第五表よりみて菜草粉末を混入した殺菌土壌及び非

殺菌土壌共に Sclerotiniaの 3菌株し、づれも一応菌糸

の仲長を認めたが前回のシャーレ内に於ける実験の様

な明確な肉限的観察は不可能であった。菜豆粉末の非

混入区では殆ど菌糸の仲長を認め得ず，従って対照と

して供試した Pelliculariafilamentosaの土壌表面を

容易に仲長する結果と著しし、相異を示した。

C) 菌核による指標植物接種試験。室内に保存し

た3ヶ月及び6ヶ月の菌核を常法によって表面殺菌し

水道水で2時間洗糠した後，粗壌土上に生育した指標

植物，チシャ，春菊， 白菜の稚苗の地際部に接着し

て，それから発育する菌糸の接種侵入による発病の状

態をみた。接種後 10日目の観察では発病率 10::';;以

下に止まった。
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実験 H 植物の茎を j]¥i核病菌々糸が1m旬上昇する

ことについての試験。

A) 腰高シャーレ内に於ける笑験。高さ 8cmの

腰高シャーレに馬鈴磐寒天培業基を流し，日一1菌及

び 8l-3菌を培養した。培養 10日の 81-1菌及び培

美4日の 81-3閣の閣議の 1端に殺菌したカバーグラ

スをのせ，その上に常法によって表面殺菌した菜豆(本

金時)，大豆(極早生校豆)， トウモロコシ(デントコ

ーン)の茎及びそれらと同じ大きさの竹棒及びガラス

棒を立てた。シャーレ内の湿度を飽和に近い状態に保

つために殺菌水に湿した泌紙をもってヒ部を緩い，温

度を 2S0Cに保った。結果は次の如くであった。即ち

培養期聞が短く未だ菌核を形成するに至らず菌糸発育

中の Sト3閣にあっては菜豆茎，大豆茎及び竹棒を顕

著に初旬上昇したが， トウモロコシ茎及びガラス棒で

は殆ど之を認めなかった。又培養期間が長くなって産i

糸の発育が衰え，蘭核の形成をはじめた 81-1閣では

竹棒だけに菌糸の結j信]上昇がみられ，他の供試材料で

は殆ど之を認めなかった。以上の結果を第I図に示し

た。

ぺ
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U

巧
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菌
糸
の
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昇
し
た
距
離

(mm) 
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第I図 各供試植物に於ける培養基J:.の菌核

病菌々糸の旬旬上昇試験(5日目の結果)

B) Pot 上に於ける実験。馬鈴薯培養基上に4日 を上昇して 2 週間後にはlO~lS cm に達する事が確

聞培養した 81-3菌及び Sト4菌の閣議から直径 10 められた。之に反してトウモロコシにあっては地際部

mmの含菌寒天を切りとって接種:源とし，第3葉の発 は l時菌糸に夜われ，局部的に褐変を起すが，菌糸は

育した菜豆(本金時)，大豆(極早生枝豆〕及びトウモ 億!旬上昇せず又倒伏も起さなかった。以上を要約して

ロコシの苗の地際部に接着した。湿度を飽和にするた 第E表に示した。

めにビニールにて各組物を覆いガラス室に置いた。菌 感染部位を検鋭すると菜豆及び大豆の茎ではftj糸は

糸は各植物の茎を旬旬上昇して之を接極しその結果を 主として気干しから侵入し又時には表皮細胞縫合部を貫

要約すれば次の如くであった。即ち 8l-3菌及び 81-4 通して細胞間隙に入り伸長する。トウモロコシではー

閣の菌糸は菜豆及び大豆の茎を旬旬上昇して接種をお 応菌糸は気孔より侵入し細胞間隙に入るが，あまりf中

こして之等を発病せしめ，被害苗は遂に倒伏して全茎 長しない。菜豆及び大豆にあっては茎部の組織内に発

菜が菌糸に覆われ，点、々と凶核の形成されるのを認め 達した菌糸が気孔から再度表面に出て盛んに上昇する

た。被害軽度の個体では菜豆も大豆もビニーノレ被穫を が， トウモロコシに於ては，かかる菌糸もせいぜい

除去する事によって倒伏をまぬがれたが，菌糸は茎部 SO~70μ 伎で伸長を停止してしまう。

第 III表 Pot j二に生育せる各植物における菌核病菌の発病試験(技種後4日目の結果〉
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実験 III 栄養源を異にした場合の菌核病菌々糸の

旬旬伸長に関する試験

A) 大型シャーレを用いた実験。 8CHUTTE(1956) 

の方法にもとづき直径5寸の大型シャーレの内側の 1

端に径1寸の小型シャーレを入れて各々に兵種の培養

基を相互にまざり合わぬ程度に充した。内側の小型シ

ャーレには普通馬鈴薯培fを基を入れ，外側のシャーレ

には窒素源，炭素源，燐酸源の 1つ或いはその全部を

除いた 8CHUTTEの合成培養基を入れて，内側の小型

シャーレ内の馬鈴薯培養基上に菌を接種し， 250Cに

保った。かくして 10日間にわたって内側の培養基に

接種した 81-4菌が大型シャーレの培蓑基ょに移って

筒旬伸長する菌糸の発育度を検した。

馬鈴薯培養碁上に発育した 81-4的は3日後に小型

シャーレのガラス壁を越えて各栄養源の欠除した外側

の培養基上に仲長して湖毎]するのが認められた。菌糸

のイ中長度は対照区に北し何れも遅れ 8CHUTTE合成

培誌基(対照区)>燐酸源欠除区〉窒素源欠除区>炭

素源、欠除区>PlainAgar区の)1慣であったが Plain

Agar区でも培養7日目に於ける菌糸の伸長した距離

は28mmに達した。しかし菌叢は著しく疎であった。

以上の結果を第E図に要約して図示した。

120 戸燐酸i原欠除区
Schutte合成培養基 P.__'/'. 丹
(対照区 /1I~/ lIo/ :.L". 

/J' f窒素源欠除区一，
9V/ 

100 
仁l
糸
の

1111 
f~ 
し
た

f(mm) 
50 

88炭素源欠除区

411 

r
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σ
。
A
 
n
 

免pPA38 

r
‘つ』〆/
 /

 /
 /
 /
 

03日 5 7 9 10 
活養日数→

第 II図 各栄養源欠除による菌核病菌々

糸の旬旬伸長

B) 土壌 Column による実験。土域牧子が 2~4

mmの粗壌土に 6053;;'の;;J(を含ませて 30cmx 2cm 

のガラス管に充した。この土壌柱の 1端に 81-4菌の

寒天平面培養ーからとった直径 10mmの含菌寒天又は

81-4菌々糸を含む土壌 3grをつめこみ，更に湿らせ

た脱脂綿をつめ，両端をカーゼで封じた。全体を 25

。Cに保って，菌糸が土壌柱の中で生育伸長する児維

を測定したυ 対照として L-17菌を同様の方法で供試

した。

測定は2日後 4日後，及び6日後に行ったが，琵i

糸は次第にのび6日後には含菌寒天を接額したもので

は 20mm，合菌土壊を接種したものでは 19mmに達

した。しかしその後は余り伸長しなかったo 之は恐ら

く供試土壌の湿度の低下などが関係するのではないか

と思われる。この結果を第lV表に要約して示した。

第 IV表 自然土壌柱における菌核病菌々
糸の伸長試験

そ¥¥ 接積源h..-:i.t!cH:!-=<:::¥ご''''桂 ! 合菌寒天 | 合菌土壌
¥¥ 菌株¥iー←ー-，1---:--::-_--1一一一ー寸一一一一
門事よ¥山.. I 81ー今 I L-17 I 81斗 I L-17 日数¥」一一一IU<.  I ~ U I U<.  I 

2(日〕 13m〉13m〉12m〉iym〉

4 1--16-1-~ 1O -1-15-1 日5

7-1201τ;-1 1-1-9 I / 
備考 対照として L-17菌を供試して 81-4菌と
jJ.I:I:;した。
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第 III図 種々の培養液を注加した土域柱内に
於ける菌核病菌々糸の旬旬イ中長試験

次に前実験では粗壌土に蒸溜水を加えたが，本実験

ではその代りに 8CHUTTEの合成培養j夜又はその窒素

源或は炭素源を除いたものを濯注して前回と同校の方

法で 25
0
Cで試験した。接種源としては合的土壌だけ

を用いた。

本試験に於ては 81-4琵iの土壌柱内旬旬伸長は前笑
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験に於けるよりも良好であった。観察結果を第mJsJに

安約して示した。

本試験に於て繭糸の土壌1'J内イIJI:fjそが古lij試験に於ける

より良好であった事は，蒸溜水よりも栄従佃!の高い

SCHUTTE合成培1ft波が直接に I泊糸の生長を促進助長

した為かiix.v、は土法柱内のミクロフロラなどに影響し
て間接の効果を呈した為であるかは目下のところl珂か

でなし、。

IV. 論 議

i柿刻内閣 (S.sclerotiorum)のl抱核は子裂盤を発生

し.その上に生成された子袋一胞子が分散して寄主を侵

すのが本菌の普通の繁殖方法であることは多数の研究

者の報告してし、るところである。しかし地上又は土壌

内で越年した菌核から翌王手直接菌糸を発生し，之が地

表を筒j旬して寄主植物の茎架上に到達して之等を侵す

事が想像される。又子襲胞子が地上に務下して発芽し

て生じた菌糸が或る期間腐生的に生育して守主の茎菜

を侵すことも考えられる。

室内に 6ヶ月以内保存した歯核は菜豆粉末を混入し

た殺菌土壌中に於て良く菌糸乏のばして発育する。し

かし菜豆粉末を混入しない粒子 2mm 以下の剤11壌こと

に於ては殆と乎菌糸の発育をみなかった。ム<:.Pot上に於

ける ROSSICHOLODNY法による試験の結巣でも同様

であったが， j酒糸の旬j旬伸長の状態を肉眼的に観察す

ることは困難であった。次に菌核による接種試験に於

ては指標植物に対する侵犯は認められたがその発病率

は極めて低かった。 3年開放置した菌核では全然菌糸

の発育を認めなかった。しかし PAPE(1937)は菌核

は 4 年半~7 年間生存したと述べている。 GARRETT

(1956)は根を犯す菌核病菌の的核はー般に小形であ

り，菌核から生じた菌糸が土壌中に於て直接官r主の根
に侵入するが，花や茎を犯す菌の菌核は大形であって

専ら子襲盤を生じ子襲胞子によって接種をおこすと述

べ，Sclerotinia属等を後者の例として挙げている U

シャーレ内に於ける実験では明確に菌糸の仲長する事

を肉眼的に観察したが， Pot 上では顕微鏡観察によ

ってわずかに之を認めるに過ぎなかった。本箇々核

に寄生する菌について既に Coniothy印刷 minitans

(CAMPBELL， 1947)， Actinomycetes spp. (DARPONX 

et al. 1949)， Trichothecium roseum， Stachybotrys sp. 

(DEMETRIADES et al 1953)等が前核より分離され，

之等の菌は菌核を侵して之を腐敗に導くとされてい

る。本実験でも， Pot上に於ては的核よりする的糸の

イFfl長が甚だ微弱であったのは上記の主11き菌の寄生によ

ってr:ti核が犯される為である事も考えられる。 l治核よ
りIネi糸の伸長する事実に関しては FOKIN(1939)は

S. graminearumの閣核は子誕胞子の生成と同時にi勾

糸も発生して之が変類幼植物を犯すことを述べ，

KEAY MARGARETT (1939)， WATERSTON (1938)は

本iai(S. sclerotiorum)の外 S.minor， S. trifoliorum 

に於て稀に土壌中の菌核より Hti糸の発育する事がある

と述ぺ又 SERENI DEBORAH (1944)は S.minorで

は菌核は A定期間休眠した後菌糸を生ず、るが子褒盤は

みられないと報告している。 l!fl核から菌糸を生じて之

が寄主を侵すことにつし、ての報告は以上の範囲に止ま

り，詳細な研究はないように恩われる。

本実験でも Potを用いた試験に於て対照の Pelli-

cularia filamentosa と上ヒ車交すると Sclerotiniaの菌

核から菌糸の仲長は著しく微弱であって，この程度で

は之が直接寄主植物を犯す事は困慌であろうと推察さ

れた。

i者核病苦i々糸が寄主組物の茎を1m創上昇することは
接極源が若い生育旺盛な菌糸であって適当な湿度を与

えた場合には極めて顕著であった。小野 (1956)も稲

小粒菌核について同様な知見吉報告している。しかし

ガラス棒やトウモロコシ茎にはl笥糸は殆ど上昇せず，

トウモロコシ茎の場合には接種点に局部的な褐変を認

めただけである。顕微鋭観察の結果では菌糸は寄主植

物の組織内に侵入していることが認められるから，菌

はそれから栄養2::'得て生育上昇を続けるものと思われ

るO かような事実は Pot試験に於て催病植物に見ら

れ， JUll場では本菌々糸が地上をと旬旬して茎楽に到達し

之に侵入して発病させたのち更に組織表面を上方に

伸びて行くと考えられる。この問題に関しては既に

MOORE (1949) 等が多湿の条件に於ては本菌々糸は

トマトの茎葉を犯して次第に上昇して行くと述べ，

PURDY (1953)も菌糸は地上 1r沢以上も儀j包j上昇する

と述べている。筆者の行った Pot試験に於ても幼苗

時代に侵されて倒伏するに至らなかった菜豆大豆の茎

上を菌糸は1O~15 cm も上昇侵害し遂には之等を枯

死せしめ，その内部組織には繭糸の努殖している事が

確められた。

菌核病菌々糸の旬旬{中長は栄養源と関係あるものの

如く p 本実験に於て SCHUTTE(1956) の方法にもと

づいて行った試験の結果では PlainAgar上にも或る

程度の11M制中長を認めたが炭素源の欠如lした培養基上

では完全な培養基上に於けるよりも菌糸の付1長は相当
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に遅れた。しかし燐酸源欠如区では完全な SCHUTTE

合成法養基を与えた対照区と余り相呉はなかった。之

等の事実は，培養基上に於ける本菌々糸の生育につい

て研究した PURDY (1954)， DEMETRIADES (1952， 

1953)， HELD (1955)等の報告と同じ傾向を示したも

のといえる。又土壌柱を用いた試験に於ても，組壌土

に添加する培養液の種類による菌糸生育の差を認め，

特に炭素源を欠如したものにあっては蒸溜水を添加し

た対照区と余り差がなく，正常な培養液を添加した場

合に土壌柱内に於ける本菌々糸のf初旬伸長は明らかに

良好であった。 BONING(1949) はチシャを犯す S.

minorに於ては肥料の配合及び土壌の性質によって発

病率が異り酸性;無機肥料或は有機肥料を与えると発病

は治加する傾向があると報じ， SABUROVA (1951)も

S. sclerotiorumで窒素肥料の多用は催病の増加を米

すと述べている。又 JUSTHAM(1950) はクローパー

をf犯す S.trifoliorumの菌糸は擢?丙植物から土壌表

面を 20mm位筒j旬伸長する事が可能であると述べて

いる。この事は筆者が行った S.sclerotiorumに於け

る土壌柱試験の結果と一致する。又 LOBIK(1926)は

本歯を， LISSITZINA (1944)は S.trifolio間間企も

って接極試験を行い，子褒胞子の発芽によって生じた

菌糸は適当な環境条件に於ては土壌表面を爾旬伸長す

ると報じている。

以上の結果よりみて，植物組織上又は土壌内にて越

年した本菌の菌核が翌春菌糸を発生して寄主植物を犯

す可能性があると考えられる。シャーレ内に於げる実

験では土壌中に栄養物宏添加する事によって菌糸の仲

長を助長促進する事が明かとなった。又 Pot試験に

於ても菌糸の伸長は或る程度認められた。本菌の按積

侵害は多数の研究者の報告通り子嚢胞子の分散接着に

よる事は事実であるが，その胞子が花器及び茎莱を犯

す地上感染(松浦 1937)の外に WAKSMAN(1957)が

S. trifoliorumに関して述べている如く 4度地上に落

下した子褒胞子が枯死した植物茎禁上に死物寄生的に

着生し，適当な温度と湿度の条件の下に於ては土壌表

面合旬旬して苛主植物の茎楽に到達し之宏侵害して発

病せしむることもあると推察される。実際岡場に於て

発病期に果して本菌々糸が土壌表面を缶11&伸長してし、

るか否かについては今後の調査によって明かにしたい

と思っているc

V. 摘 要

豆類菌核病菌の生活史研究の一端として菌核からの

菌糸の発生に関して，又菌糸の土壌中に於ける旬旬伸

長の状態及び栄安源の相異による菌糸発育の消長に関

して試験を行った。

1) 菜豆粉末合混入した殺菌土壌をシャーレに充た

し，之に形成後6ヶ月経過した菌核病菌々核を蒔いた

実験に於て，供試菌核は全部菌糸を生じた。 Pot試験

に於ても若干の菌核は菌糸を生じた。しかし天然の壌

土のみの場合にはシャーレ試験に於ても Pot試験に

於ても共に菌糸の発達を認めなかった。

2) 培養基上に発達した本菌の菌糸が，その上に立

てた菜豆，大豆， トウモロコシの茎及び竹棒，ガラス

棒を後j包]上昇するか否かを試験した。菜豆，大豆及び

竹棒では菌糸はそれらの表面及びその組織内を上昇し

たが， トウモロコシ及びガラス棒では殆どその筒j包]上

昇が認められなかった。又 Pot試験に於ては生育す

る菜豆及び大豆に対し，接種源に含菌寒天を用いると

前試験と殆ど同様な結果を示した。

3) 馬鈴薯寒天培養基上に生育した本菌々糸が栄

養的に異る他の種々の培養基を旬旬仲長する速度は

SCHUTTE合成培養基>燐酸i[ji欠如区>窒素源欠如区

〉炭素源欠如区>Plain Agarの!阪であった。栄養塩

類を含まぬ PlainAgar上にも或る程度初旬仲長する

事を認めた。

4) 土壌柱内に於ける本菌々糸の往j旬{市長は栄養源

を添加しない場合にも或る程度認められたが，之を添

加した場合には更に良好であった。又炭素源の添加は

本菌々糸のi初旬仲長にかなりの影響を与えるものとみ

られた。
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Resume 

The writer studied the developments of hyphae 

from sc1erotia of Sclerotinia sclerotiorum， their 

longitudinal growing in the soil， and mycelial 
translocation from potato agar medium to other 

media varying in the nutrients. 

1) The sc1erotia preserved for 6 months under 

the laboratory condition grew hyphae in the loam 

soil mixed with kidney bean powder in the Petri-dish 

and pot experiments but not in pure loam soil. 

2) The hyphae grew up the stems of kidney 

bean plants， azuki bean plants and bamboo rod 
elected on the plate cultures of the fungus， but 
not the maize stems and glass rods. 

3) The fungus growing on potato dextrose agar 

medium spread out hyphae to adjacent media of 

varying components over the glass partition with 

following readiness: modified SC!-IUTTE synthesis 

medium > medium lacking phosphorus source > 

medium lacking nitrogen source >medium lacking 

carbon source > plain agar. In fact the hyphal 

spread out from the potato dextrose agar medium 

even to the plain agar which contains the least 

nutnents. 

4) The mycelium of the fungus developed 

weakly in loam soil (2~4mm partic1e) and it was 

enforced by an addition of nutrient solution to the 

soil especially influenced by carbon source. 


